幸せを招く地蔵画講座
[image: image1.jpg]


1991年､南知多町でアトリエぜんきゅうを創設。にわぜんきゅう(善久)さんと「ぜんきゅうさんとお地蔵さんを描こう」の講座より
1） まず最初に丸を１０個描く。
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手首をやわらかくして、ウォーミングアップ
－＊－＊－＊－＊－＊－＊－＊－＊－
2）紙の両サイドに離して､高さを少し変えて、同じ大きさの○描いて、○描いて(手)

トントントン、トントントン(指)

二本線、二本線(手)

真中に端を少し離して丘描いて(頭）
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とんがり山描いて、とんがり山描いて(耳)
下の線入れて（顔）の出来上がり

筆をとがらせて細い線が描けるようにする。

真中に小○（鼻）

小さい○から猫の口をイメージして人を描く(口)
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左右に三本ずつ、ひげを描く(ひげ) 
笑った顔をイメージして目を描く(目)

首の下、中央に鈴をイメージして○を描く（鈴）

鈴の横棒、少し○からはみ出す感じ、黒小●、縦線（鈴2）
細めの横線（鈴のベルト）

筆を握って横に持ち、太めの三本線(頭の縞模様)

普通に持って、二本線を２回(両手の縞模様)

猫の絵の上に、書き入れる言葉はそれぞれ自分で考えて･･･
言葉を添える。

｢幸せだニャー｣｢うれしいニャー｣
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－＊－＊－＊－＊－＊－＊－＊－＊－＊－＊－＊－
3）真ん中に丸を一つ描く(お地蔵さんの顔)
中ににこやかな目鼻口を描く
白毫(額の●)を描く
耳を描く
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イヤリングを描く

下の方に人を描く(袖)

よだれかけを描く
台を描く
あれば、ほほ紅をさす。
言葉を添える。
「にこにこ」｢しあわせ｣
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4）２つ大きめの○を二つ描く。(顔) 
顔を寄せ合うようにバランスを考えて４つ耳の耳を描く。

中ににこやかな目鼻口を描く
白毫(額の●)を描く
耳を描く
イヤリングを描く
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下の方に人を描く(袖)

よだれかけを描く
拝む手を描く
台を描く
あれば、ほほ紅をさす。

言葉を添える。
｢なかよし、なかよし」
｢しあわせ、しあわせ｣
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－＊－＊－＊－＊－＊－
5）笠を描く
目鼻口を描く
向って左側の袖を描く

手を描く

○笠の左上に錫杖（しゃくじょう）を描き左手に持たせる。
錫杖のリングを描く
右手の袖を描く
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クリームパンを描く。（右手）

クリームパンの上にアンパンを持たせる（宝珠）

よだれかけを描く
ハスの花の中心の花びらを描く

左右の花びらを描き、全部で５枚。

止めを描く。

あれば、ほほ紅をさす。
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言葉を添える。「にこにこ」｢しあわせ｣「ありがたい、ありがたい」

自己紹介、奥様、お母様とのエピソードなどをうま～く笑えるお話に。
１時間半の｢講演会と絵｣を描き進める間にぜんきゅうさんからの言葉には､皆を巻き込んで､幸せに生きるためのヒントが随所に織り込まれていました。
久しぶりに､筆を持ち､絵を描くことの楽しさを思い出し､心も癒され、幸せな時間を過ごすことができました。このメモをもとに、今後とも幸せなちょこちょこっとした一時を作り出してみましょう。楽しく幸せな一時をありがとうございました。
夢の見続け方、夢の実現の仕方を学び合い、迷路に迷い込んだら支え合えるところが当方幸せ研究所　知多クリック内　http：//www.chitac.com/

以上皆みな様からの学びです。ありがとうございます。　2010.11.26　半田法人会武豊支部公開講演会にて
